
内藤他；母乳の効果に関する研究τ

冴

母 乳の効．果に関する砺、窄・

壕雛別齢た乳児曙簿即調査一

研窒斑憂』郭所、．母』内 藤 寿七郎
研、究 員．研究第3部 ：

高r橋悦紀二郎．　ド・一…

　　　　』研究第2部腐1野 1べ・陽
　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　』　　　

　’

‘史

1．緒

乳幼児の疾病は多く姻子卿響を受身ナる汎その大』

き姻子伽酵して栄轡桝晒て鴨マ岬鰻．．
の未熟癒時代は1 乳児砂死亡率・罹病率は母乳栄襲にく

らべると圧倒的に高施た6例え翻和32年壱謙難別’

咳撮綴灘繁警擶：・豊轟怠一

方が死亡が少ヤ・とのべている。畑2，，森田8｝，尾木0等の

行った栄獅法別にみた乳児の罹解の差異も，母乳栄

養の方が人工栄養よりも優れていると述ぺている。

　また昭和43年度東京都の罹病調査成績5〕によると，乳

魍～2才ま㊥，母乳犠児駄工栄獅喚べると

骨圓

、、“ に対す舞患覇低く・ 幼胴こな？てもモρ

』
，鰻瀕と鐸告し不職

　　⑳後入工栄卿轡共瞬亡率雁病率め葺が少

・魚づて来たが，1麟蝋めが鵬琳劣勘環境

・・’ 獣嚇糟糊こ町いる党云轡

　　鉾繍嬢磁減と共に・母乳蜆直す運動が起っ
て来た．この翻に於て，「乳児罹病率に於て1なお母乳栄

養児の方が優れて略麟か，愛育病院で生まれ・以後1

引き続綻駒に保健鱒部に来所した季僻対象哩

病め回数と鱒勢ズ栄養法別禰栃嚥

、豆調 ．奄・

対象は昭秘8年愛育病院で出生し，ひき続き同院保健

指導部に定期的に来所し11才を過ぎるまで経過を観察

するこ とができた772名中ジ第王子であり，雀胎週数38～

41週，』 生時体重3000～3500gのも め210名である。

　愛育病院では薪生児は小児科医が管理し・徹底した母

乳栄養を行っている。授乳開靖は隼鋒12～馨時間g間葬。

行拠，最初から母乳蔚え，螺勲少いも砿対レ
セも糖液投与にとどめ，人工栄養は与えず，．、母乳の確立

を計っている5～

　対象児は新隼児室退院後，約1ヵ月に回1の割合で保

健摺遵部に来所し，医師及び保健婦にるよ保健指導を受

け，更に栄養士から栄養指導を受け，生後4カ月頃から

離乳を開始するものが大部分である。

従ってここで栄雛別としたのは，辮L開始直前迄の

栄養法によって分類した。すなわち築1群辱生鋒4力眉

ま碗寧母乳筋っ扇あ， 知群を姓御勘時点’』

　方』』法　』1 、ろ q

で既ゆ工乳の添加が嚇れ，4規までの問齢嬢

が行われていたもの1 第3群は生後2週で既に人工乳の

み力獣ちれ・14力胴完全に人工挙養建ったもの節

る． （第抜）

対象児の罹患膿；ついては保健麟部受診時醐診

碑騨峻，畔外輝時の記郷 よ・つき㌧

　　　　ヤ　　　　げリ　　 ニトレ　

　第 1衷対象児の分類

／，準 135人
　42人、

　33人

1210人

なお湿疹については犠方法別鵬贈男嘔に獺暫

つて騨したの蔦一般9罹病鱒轡の再嘩．
入れながった。ヒ
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皿調査成績
1、栄養法別にみた罹患状況（第2表）

　（1）「カゼ」について

　「カゼ」についての母親の訴えは趣で，鼎分泌が

少しみられるものも，「カゼ』として既えられるが，鼻

汁分泌過多，啄蹴，発熱を伴うもの，或は咳鍬激しく医

療を受けたもの等をrカゼ」とし諏扱った．その栄養

法別罹患頻度は第2表にみられる如く第1群は疲も少な

く，第3群が最も高い。生後0～4ヵ月の間は，三つの

栄養群間に殆んど差を認めないが，その後は第1群より

第2表　栄養方法別と罹病の種類

も第2群，更に第3群の方が，「カゼ」の罹患率は高くな

っている。然しこれも統計学的には有意差とはいえない。

（2）「下痢」について

　「カゼ」と同様・鋤群に比して第2または第3群の

方が罹患頻度は高いが有意ではない。また罹患の時期に

ついては，出生後月齢が経つにつれて罹患の頻度は高く

なり，その傾向は第2，第3群で著明である。（第2衷〉

（3）伝染性疾患について

突発性発疹症をはじめ～麻疹水痘，風疹などに乳児

カ　ゼ　　ユ　回

　　　　2
　　　　3～
（カ　ゼ　計）

扁　　桃　　炎

気管支炎
肺一 　　炎
喘』　　　　，慰、

単　純　下　痢
（病的下痢1回）

　　　　2～
（病的下痢計）

驚　　口　　瘡

口　　内　　炎

突発性発疹
麻　　　　疹
水　　　　　痘

風　　　 疹

結膜炎・膜脂
中　　耳　　炎

外　　耳　　炎

夏

奪

膿

痙

腸

貧・

病

一季　　熱

・麻　　疹

　痂　 疹

　　　攣
　重 　穫
　　　血
気　な　し

第　　1　　群

P～4ml4～7
29（21．5）

3（2．2）

32（23．7）

3（2．2）

8（5．9）

100（74．1）

7～12
40（29．6） 38（28．2）

10（7．4）20（14．8）

4（3．0）18（5．8）

54（40。0）66（48．8）

2（L5）4（3．0）

1（0，7）1（0．7）

6（4．4）

12（8．9）

1（0．7）

13（9．6）

2（1．5）

14（10．4）

1（0．7）

3（2．2）

1（0．7）

1（0．7）

54（40．0）

12（8．9）

12（8．9）

3（2、2）

15（11．1）

1（0、7）

1（0．7）

24（17．8）

2（1．5）

3（2．2）

1（0．7）

1（0．7）

1（0．7）

1（0．7）

1（0．7）

42（3L1）

第　　2　　群

・～4ml4～7r

10（23．8）

2（4，8）

12（28．6）

1（2．4）

1（2．4）

3（7．1〉

29（69，1）

12（28．6）

4（9．5）

1（2．4）

一7（40．5）

2（4，8）

1（2．4）

1（2，4）

2（4．8）

1（2．4）

2（4．8）

3（7．1）

1（2．4）

17（40．5）

7～12
11（26．2）

6（14．3）

7（16．7）

24（57．2）

3（7．1）

6（14．3）

1（2．4）

7（16．7）

6（14，3）

1（2．4）

2（4．8）

1（2．4）

7（16．7）

第　　3　　群
・一4ml4－7

6（18．2）

3（9．1）

9（27．3）

1（3．0）

3（9．1）

21（63．6）

13（39．4）

3．（9．1）

16（48．5）

3（9．1）

2（6．1）

2（6．1）

2（6。1）

4（12．2）

2（6．1）

工（3．0）

1（3．0）

2（6．工〉

工（3，0）

1（3．0）

10（30．3）

7～12
12（36．4）

4（12．1）

4（12．1）

20（60．6）

1（3．0）

1（3．0）

5（15．2）

1（3．0）

6（18，2）

7（21．2）

1（3．0）

1（3．0）

1（3．0）

5（15，2）
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期に罹患しているが，3群の間に差はない。　（第2表）

　（4）その他の疾患について

　鷲口癒は第1群に多く，第3群ではみられなかった。1

母乳を吸わせることとの関係については明らかではな

いo

　結膜炎や眼脂分泌の著明なものもL2，3群を通してそ

れ程多くはなかった。

　中耳炎，外耳炎に罹患したものも，3群問に殆んど差

が認められない。

　以上の疾患の罹患頻度については，労養法別には有意

差を認めない。　（第2表）

2．湿疹の擢患頻度（第3表）

　栄養法別レご湿疹の有無を見多と，第3表の如く，人工

栄養群にやや多く，殊に生後1カ月においては，明らか

比人工栄養児の方が多かった。

3．罹患していないものの頻度について

　乳児期の調査期間罹病しなかったものの割合は，第1

第3表　栄養方法と湿疹との関係

月 齢

栄養方法第1群（母乳）第2群（混合）

　　　135例中　42例中

第3群（人工）

33例中

三ヵ月
酵（晶）ぱ、）1 　17

5L5）

3カ月
　43　　　　　15
31．9）　　（35，7）・

　10
30．3）

6ヵ月
（2117）1（2118） 　6

18．2）

12カ月
（1115）（311。）1 　10

30，3）

群に多く，第3群に少なぴ傾向にあり，第2群はその中

間的な割合を示している。特に生後7～工2カ月の乳児に

於ては，病気に罹らないものは母乳栄養群に多かった。

（第2表）

】V　考

愛育病院で生まれ，以後継続的に保健指瀧受けてい

る児のうち，4カ月まで母乳栄養群と，生後2週の時点

で既に混合となり，4ヵ月まで混合栄養が続けられたも

の，生後2週で既に人工栄養以後引き続き人工栄養だっ

た群との間の罹病傾向の差異を検討した。

　その結果，人工栄養群の方が母乳栄養群よりも疾病率

がやや商いが，従来云われている程の有意差は認められ

なかった。その理由を考察とする，①母乳栄養，混合栄

按

養，人工栄養群とも例数が少ないのではないか。②最近．

の人工栄養の進歩と，母親の育児知識の向上等により，

人工栄養でも遜色がみられなくなってきた。③殊に愛育

病院保健指導部に来所する母親達の社会階厨をみると，

中の上以上に属するものが多い。社会経済的因子の低い

階層では，或は母乳栄養群と人工栄養群との問に有意差

が認められるのではなかろうか。

V　結

　愛育病院で出生し，同院保健指導部で，1才過ぎまで

受診した210名の児を対象に（母乳135名，混合42名，人

工33名）、乳児期の疾病罹患頻度を栄養法別に調査した。

　母乳栄養児の罹病率は，混合栄養児，人工栄養児にく

らべ，やや低かったが，有意差を認めるという程ではな

かった。

　又母乳栄養児は混合栄養児及び人工栄養児に比べ，病

黛に罹らぬものの頻度は高く，特に禺生後7ヵ月以後に

おいて著明であった。
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